
























































































ている。「Herein, a cat speaks in the ﬁrst person plural, we. Whether regal or editorial, it is beyond the 
ken of the auther to see. Gargantua, Quixote and Tristram Shandy, each has had his day. It is high time 
this feline King lay in peace upon a shelf in Mr Youngʼs library.  And may all his catspaw-philosophy 
as well as his quaint language, ever remain hieroglyphic in the eyes of the occidentals! 」（『漱石全集』
第二六巻に拠る）。この献辞は、漱石が「吾輩」という語を一人称複数の “we” に相当するも
のであると考えていたことを示している。“we” は王の自称でも、新聞論説文の一人称でもあ









































































































































































的に “Mkgnao!” と音を当てはめて模倣的に猫の声を再現するわけです。では誰が 
“Mkgnao!” という音素を選びとって、この大地の上に書き写しているのか。これに
答えるには、先ほど説明した複雑な語りの根による解釈が必要になります。
　原文を再確認してみますと、ブルームが直接話法で、“―Milk for the pussens, he 
said.” と言って、「ほらミルクをあげようね」と猫に語りかけています。それに対す





























































































































































端を示してくれているのが、12 世紀末から 13 世紀初頭にかけて詩作活動を行って
いたデア・シュトリッカー（Der Stricker）という詩人です。彼は複数のジャンルに
渡り、多くの作品を残していますが、その一角をなしているのが動物寓話です。そ
してその中に「雄猫」と「雌猫」それぞれを主役ないしは主題とする短編があります。
「雄猫」の物語は雄猫と女狐の対話という形で書かれており、その中では雄猫の「傲
慢さ」が主題となっていますが、この雄猫は自ら声を発する、「語り」の主体となっ
ています。それに対し、「雌猫」に関する短編は教訓譚であり、そこでの雌猫は「不貞」
のシンボルとして言及されています。ただし「雄猫」の場合とは異なり、そこで「語
り」の主体となるのは作品の語り手であり、雌猫は語られる対象、すなわち眼差し
の向けられる対象であって、自発的に「語る」主体ではありません。この例は、中
世において「猫」は性差に応じて全く異なる―ともにネガティヴな存在という共通
項はあるものの―把握がなされていたことを示唆するものです。また、ドイツ中世
の女性神秘家ヒルデガルド・フォン・ビンゲン（Hildegard von Bingen）は、著作『動
物について』の中で「猫」に触れています。女子修道院長であり、また医学・薬学
にも精通して作曲まで行った、中世ヨーロッパ有数の賢女と言われたヒルデガルト
ジャック・デリダ没後 10年 161
が「猫」について述べた記述を最後に紹介したいと思います。ヒルデガルトは、「猫」
について、「猫は体液のゆえに暖かいというより冷たい存在である。そして悪い体
液をもっていて、空気の精を恐れず、また空気の精も猫を恐れない。カエルや蛇と
の親近性がある。そして乾いて冷たい己の性質ゆえに夏の暑さに苦しむと、その冷
たい体液のためにカエルや蛇の体液を舐めとり、それによって活力を得る。そうし
た体液ゆえにその肉は毒性を持つ」と書き残しています。
　以上、ドイツ中世を中心に、ヨーロッパの文化伝統の中での「猫」に対する様々
な把握を紹介してみました。ヨーロッパ人の「猫」に対する眼差しの文化的背景の
一端をお伝えし、「猫」に関するテクストへの視点を提供できていれば幸いです。
 （山本潤＝首都大学東京准教授）
